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第１７１号                     平成２１年１２月２５日 

      ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽   

１．わたしは、あなたをエジプトの国、奴隷の家から連れ出した、あなたの神、主である。あなたには、わ

たしのほかに、ほかの神々があってはならない。２．あなたは、自分のために、偶像を造ってはならない。上の

天にあるものでも、下の地にあるものでも、地の下の水の中にあるものでも、どんな形をも造ってはならない。

それらを拝んではならない。それらに仕えてはならない。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神、わたしを

憎む者には、父の咎を子に報い、三代、四代にまで及ぼし、わたしを愛し、わたしの命令を守る者には、恵みを

千代にまで施すからである。３．あなたは、あなたの神、主の御名を、みだりに唱えてはならない。主は、御名

をみだりに唱える者を、罰せずにはおかない。４．安息日を覚えて、これを聖なる日とせよ。六日間、働いて、

あなたのすべての仕事をしなければならない。しかし七日目は、あなたの神、主の安息である。あなたはどんな

仕事もしてはならない。――あなたも、あなたの息子、娘、それにあなたの男奴隷や女奴隷、家畜、また、あな

たの町囲みの中にいる在留異国人も。――それは主が六日のうちに、天と地と海、またそれらの中にいるすべて

のものを造り、七日目に休まれたからである。それゆえ、主は安息日を祝福し、これを聖なるものと宣言された。 

５．あなたの父と母を敬え。あなたの神、主が与えようとしておられる地で、あなたの齢が長くなるためである。

６．殺してはならない。７．姦淫してはならない。８．盗んではならない。９．あなたの隣人に対し、偽りの証

言をしてはならない。１０．あなたの隣人の家を欲しがってはならない。すなわち隣人の妻、あるいは、その男

奴隷、女奴隷、牛、ろば、すべてあなたの隣人のものを、欲しがってはならない。出エジプト記２０：２－１７ 

神がイスラエルの民に律法を授与された目的の一つは、人間に「神の義」を示すことでした。「十戒」が要求して

いることを守ることができないということは、人間は自力で自らの義を達成することができないことを知る必要がある

ということで、使徒パウロが教えたように、律法がなければ人間は罪を知ることがなかったのです。イエス・キリスト

の贖いの死によって、律法を全うすることによってではなく、キリストを信じる信仰によって義とされる永遠の救いの

道が開かれたのですが、クリスチャンの間で、新約のキリストの教えが旧約の律法とは縁のないものであるかのような

間違った概念が広まっているようです。しかし、モーセの律法は不変の神の定められた不変の掟であり、旧約が破棄さ

れて新約に置き換えられたのではないのです。神ご自身が石に刻み込まれた「十戒」が破棄されることは決してないと

いうことは、イエス・キリストご自身が律法の下に置かれたということからも明らかです。私たち、神の掟を守れない

罪人が「義」とみなされるために、キリストが神の御前で払わなければならなかった代価の重さを理解しなければ、神

が無条件で与えてくださった救いを理解することはできず、したがって、旧約の掟の意味を正しく理解する必要がある

のです。新たな年、神の約束の相続人として正しい歩みができるよう、神の掟を振り返ってみることにしましょう。 

  神は、イスラエルの民に諸々の掟を「荒野」で語られました。十戒の最初の掟で神は 1．創造者であること 2．

贖い主であることを主張されましたが、神が人を創造するよりも、人を贖うのにはるかに大きな力を注がれたことは、

全人間史が物語っています。誘惑の多いこの世に目を奪われる前に、何もない「荒野」で神が選びの民イスラエルに語

られたことは、創造者なる神と被造物なる人間との正しい関係からすべてが始まることを象徴しているのです。 

  十戒 1「イスラエルの神は唯一の神、他の神々はあってはならない」は、ヤーウェ神のみが唯一の礼拝の対象で、

他のどんな権威も崇拝の対象として認められないことを教えています。この掟は 『何を崇拝するのか』を明白にして

います。十戒2「どんな形の偶像をも造ってはならない。ねたむ神は咎を三代、四代に及ぼし、神を愛し、命令を守る

者には恵みを千代に及ぼす」は、異端の偶像の禁止だけではなく、崇拝の対象になるどんな形をも造ってはならないこ

とを教えています。真の神を偽りの形式で礼拝してはならないのです。神は金の子牛のような人間の手によって作られ

た像、偶像の形を取って、敬慕、崇拝されることはできず、神ご自身が人間にご自分を顕わされた方法でのみ、正しく

知られることのできる方です。その方法とは、1．御言葉 2．受肉されたキリスト だけで、これ以外に真の神を知る

方法はありません。「ねたむ神」は、民のご自分への排他的献身を要求され、反逆する者に、怒り（裁き）を執行され、

命令を守る者を恵まれます。「ねたみ」は愛の側面として顕れる神の本質です。人間が神を愛していることを神がどの

ようにして知られるのかにこの掟は答えを与えています。すなわち、神の御命令に従うかどうかで、知ることができる

のです。また、神は「霊とまことで」礼拝されるべき方ですから、この掟は目に見える偶像だけに言及しているのでは

なく、人間の心の目が向かうすべてのことに言及しています。しかし、この掟は、崇拝の対象としての像を禁じている

のであって、芸術や写真などの「造形」を禁じるものではないのです。この掟は『どのように崇拝するのか』を明白に

しています。十戒3「神の名をみだりに唱えてはならない」は、神を知らない者が自分が何を言ったり、したりしてい
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るかの意味を知らずに、神の名をみだりに唱えることを禁止しているものではありません。用いられているヘブル語は

「虚栄心、欺瞞、偽り」のために用いてはならないの意で、ヘブル人は、魔術や人を呪うために神の名を用いたり、神

の名で偽りの誓いをしたり、神の御名を唱えて自分が神の代理人であるかのように振舞うことが禁じられたのでした。

十戒4「安息日を覚え、聖なる日とする。六日間勤労し、七日目は仕事を離れ、神を覚える」には、二つの大きな意義

があります。1．創造の秩序の覚えと2．創造者の愛の賜物の覚え です。神は六日間、天、地、海、被造物の創造に携

わられ、七日目、創造のわざを終えて休まれ、安息日を祝福し、聖なるものと宣言されました。「安息日」は創造の時

点ですでに制定され、七日目に休むパタンはエデンの園で実践されており、したがって、神は「安息日は土曜日である」

ではなく、「安息日は第七日目である」と定められたのでした。また、安息日は神のためではなく、人のために作られ

たもので、六日間勤労し、七日目に休むというパタンがすべての人々に適用されました。すべての奴隷やしもべたちに

も休息が与えられるようにと神が顧みられた安息日は、人の益のために与えられた創造者の愛の賜物でした。 

  十戒5「父と母とを敬え」は、従うとき、祝福に与ることが約束された最初の掟です。個々人が存在するのは両親

のゆえであり、このことだけでも両親は敬われるべきなのですが、両親（特に父親）には、子たちに契約の大切さを教

える重大な役割がありました。両親を敬うとは、信仰を継承するということで、民が約束の地で生きながらえ、幸せに

なるためには、両親に従うことは必然だったのです。イスラエルでは、従わなければ死の宣告が下された深刻な掟で、

キリストはこの掟を守ることの模範を示されました。しかし、両親への敬意より、神への敬意が優先することは、両親

にも父なる神にも忠誠を尽くされたキリストから学ぶことができます。十戒6「殺すな」は、意図的な殺人を禁じた掟

です。不法に人の生命を奪うことがヘブル語の「殺人」の意で、神によって神の似姿に似せて造られた人間は、神の許

可なくして他人の生命を奪ってはならないのです。生命に対する尊厳は、自分自身の生命に対しても適用されるもので、

したがって、自殺も禁じられています。怒りから生じる心の中での殺意も、殺すという行為と同様、禁じられているの

です。この掟には、神の似姿に似せて造られた人の生命の神聖さが宣言されており、全ての生命は神が源、神のものな

ので尊厳をもって取り扱われなければならないのです。したがって、逆説的に、生命を尊ばれるがゆえに神は、死刑を

制定されたのでした。言い換えれば、この掟は、この世で合法的に定められた「死刑」や「参戦（戦闘員として戦争に

出る）」を否定するものではないのです。また、食物のために動物の生命を奪うことも、この掟を犯すものではありま

せん。今日、生命の維持に関して多くの課題が残されていますが、この掟に照らすとすべて、議論の余地なく答えが与

えられます。1．堕胎：母親の胎に宿った瞬間から死ぬまで、すべての生命は例外なく尊厳を持って取り扱われなけれ

ばならない 2．安楽死：どのような事情、状況であろうと、他人の生命を奪うことは掟で禁じられている 3．自殺：

生命を与える神のみが、生命を奪うことができる。サタンでさえ、命を奪うことは許されていない 

十戒7「姦淫するな」は、聖なる結婚生活の基準を制定するものです。神は結婚を制定され、イスラエルに対する

ご自分の愛を顕すために、また、キリストと教会とが一つになることに、婚姻関係を用いられましたが、婚姻による夫

婦関係には信者と神との関係が反映されるのです。したがって、結婚外の性的関係、姦淫は禁じられています。この掟

は、婚前交渉には言及していませんが、モーセ五書に記されている多くの他の掟で、すべての性的不道徳は禁じられて

います。配偶者に不忠実な者は神との契約に不忠実ということで、そのような者は、他の神々との姦淫すなわち、偶像

神、八百万の神々崇拝に陥る可能性が非常に高くなります。不道徳と霊的姦淫（背信）との相関関係は非常に大きく、

十戒の多くの掟を犯すことになります。また、キリストは心の中で、この掟を犯す危険を指摘されました。キリストは、

「十戒」を表面的な行為を制する掟としてではなく、それら行為の根源である心の中の罪の問題として、すなわち、罪

悪感のない人間はいないことを指摘されたのでした。十戒8「盗むな」には、誘拐して人を酷使したり、奴隷に売った

りすることの禁止も含まれています。能力や力と同じように、人に属するもの、所有物、財産はすべて神からの賜物で

す。それゆえ人は、神に対して、どのように物質、所有物を取り扱うかの責任があるのです。したがって、盗みや搾取

のような不相応、不法な獲得は罪と定められます。この掟は個人の財産、所有物を認めることを前提としており、した

がって、資本主義を容認しているといえます。他方で、社会主義や共産主義は他人の労働の成果を一律に分配すること

を定めているので、働きたくない者の略奪が許されている平等主義といえるかもしれません。十戒9「隣人に偽証する

な」は、うそをつくことに言及しているのではなく、偽りの証言を禁じているものです。法廷における証言に関する掟

ですが、ゴシップも偽証に含めることができます。どのような形であれ、中傷、悪口、偽りの陳述はすべて、偽証に入

ります。また、だれかが中傷されているのを傍観することもこの掟を犯すことになります。十戒 10「隣人の家、妻、

奴隷、家畜……を欲しがるな」は、ないものねだりを禁じている掟です。この世の掟の中で、このように心の中の「間

違った動機、意図」を取り扱ったものはほかになく、この掟は、目に見えるところの違反しか裁くことのできないこの

世の手段、この世の法廷では取り扱うことのできない掟なのです。隣人のものをうらやむ者はえてして、六番目から九

番目の掟を犯しがちで、キリストは、法廷では見過ごされてきたこの心の奥底にある罪の問題を指摘されました。この

掟に直面するとき、人々は、神の掟を完全には守れない自らの姿 、まさに「罪人」の状態 に気づかされることになり

ます。人間の行動には現れない感情的、心理的罪は、神だけが取り扱うことのできる領域であることから、この掟が含

まれていること自体が、「十戒」が人間ではなく、真の神によって定められた掟であることを証ししているのです。 


